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冠省

早速ですが、今般、当職は、通知人より依頼を受け、行政書士法第１条の２ならびに第１条の３第３号に基づき、本書面を代理作成しましたので送付します。

前略

私は、貴方と平成●年●月●日に結婚し、すでに●年が経ちます。

そして現在、貴方と私との間には、間もなく●歳になる●●という子供（長●）がおります。

結婚当初から、貴方は時折、情緒不安定になることがあり、一方的に非難されたりすることもありましたが、私としては、育児ノイローゼもあって大変なのだろうと、出来る限りの理解をして受け止めようと、再三にわたって努力をし続けてきたつもりでした。

しかしながら、昨年に一度、貴方が娘を連れて実家へ帰ってしまったことがあり、また今般も、平成●〇年○月●日、私が仕事から帰ると、自宅には、何等の前触れも無く、貴方と娘の姿はありませんでした。

そして、私は大変心配し、困惑をしておりましたが、貴方からは、婚姻関係の破棄を一方的に言い渡され、何の話し合いも出来ない状態に陥っております。

貴方のこれらの上記の言動によって、私は、事実上の夫婦関係破綻を余儀なくされ、家庭崩壊という現実に怯える日々を強いられ、夜も眠れず、食事も喉を通らず、仕事も手につかないという状態に陥っております。
また、まだ幼い愛娘の●●●●と離れ離れのまま、遠隔地であるため、交通費や時間等の問題から、事実上、面会が不可能な状態になり、愛娘が育ち成長する様子すら見つめられないという、耐え難い環境を強いられております。
そして、会社その他の関係者にも別居という事実が知れ渡り、社会的信用の喪失など、貴方の言動によって私に生じる経済的損害も多大なものであります。

よって、私の受けた多大な精神的苦痛は、とても書面では語りつくせないものであり、損害は甚大です。

貴方のこれらの言動は、民法第７５２条に定める夫婦間の義務（同居義務、協力義務、扶養義務）に違反し、法定離婚原因（民法７７０条）に該当するものであります。

また、貴方の行為は不法行為（民法７０９条・７１０条）として損害賠償責任も負うものでありますし、未成年略取誘拐罪（刑法第２２４条）に該当するおそれもあります。
現実には、私の被った精神的苦痛は、いかなる金銭を以てしても回復出来ません、私は、貴殿に対し、せめてものケジメとして、本書面を以って、以下のとおり、離婚協議の申入れを行なうとともに、希望条件を提示させて頂く次第であります。

【希望条件】

１　慰謝料として金●●●万円をお支払い
下さい。
支払方法は、分割でも検討致します。
　２　子供達の養育費として、大学を卒業す
る日の属する月まで月額２万円ずつと
いう内容でお支払いさせて下さい。

３　前記２項目の内容による公正証書を作

　　成することについて同意して下さい。

４　今後の回答や連絡事項はすべて文書の
　　みとして下さい。

なお、上記に記載した条件は、あくまで裁判外での早期解決を図るためのものであり、双方によって過分な費用や労力の負担を発生させないために提示しているものであります。

よって、もしも本書面到着後１週間以内に何らの回答も頂けない場合には、残念ながら、上記条件を全て破棄撤回とし、別途、●●家庭裁判所に対して、子の監護権者の指定及び子の引渡しを求める家事審判の申立や、未成年略取誘拐罪での刑事告訴をするなど、取り得る手続きを進める所存ですので、ご承知おき下さい。
草々
